
近
世
都
市
に

お

け

る

都

市

開

発

宝
永
五
年
京
都
大
火
後
の
新
地
形
成
を
め
ぐ
っ
て
ー

鎌

田

道

隆

H

近
世
都
市
の
発
展
と
停
滞

江
戸
時
代
に
お
け
る
京
都
市
街
の
祖
型
は
、
豊
臣
秀
吉
に
よ
る
都

市
改
造

で
あ
り
、
そ
れ
を
う
け
て
発
達
し
た
町
屋
地
と
、
江
戸
初
期

の
幕
府

に
よ
る
京
都
支
配
の
結
果
形
成
さ
れ
た
新
市
街
と
か
ら
な

っ

て
い
た
と
い
え
よ
う
。
後
者
に
つ
い
て
い
え
ば
、
二
条
城
の
建
設
や

禁
裏
御
所
周
辺
の
整
備
、
東
西
本
願
寺
寺
内
町
の
発
達
、
高
瀬
川
開

削
や
寛
文
新
堤

の
築
造
に
よ
る
寺
町
以
東
の
発
展
と
い
っ
た
都
市
景

観

・
都
市
域

の
変
容
な
ど
で
あ
る
。

近
世
的
な
統

一
国
家
の
形
成
と
と
も
に
成
立
し
て
く
る
近
世
都
市

は
、
中
世
都
市
と
は
比
較
に
な
ら
な

い
ほ
ど
の
急
激
な
都
市
発
展
を

み
せ
る
。
城
下
町
と
し
て
政
治
的
に
つ
く
り
だ
さ
れ
た
新
都
市
は
も

ち
ろ
ん

の
こ
と
、
在
郷
町
な
ど
の
小
規
模
都
市
か
ら
地
方
市
場
ま
た

全
国
市
場
の
核
と
な

っ
た
都
市
も
そ
う
で
あ
る
。
京
都

の
よ
う
に
歴

史
的
都
市
で
あ
る
と
と
も
に
秀
吉
に
よ
っ
て
近
世
的
改
造
を
う
け
た

場
合
で
も
、
江
戸
時
代
前
期
の
都
市
発
展

に
は
め
ざ
ま
し
い
も
の
が

　
ユ

　

あ

っ
た
。

近
世
都
市

の
発
展
に
は
、
都
市
支
配

・
都
市
行
政
の

一
元
化
や
、

石
高
制
を
支
え
る
経
済
的
な
市
場
機
能
の
保
護
育
成
と

い
っ
た
政

策
、
そ
し
て
意
欲
的
な
庶
民
経
済

の
台
頭

な
ど
が
関
係
し
て
い
た
と

ハ
　

　

考
え
ら
れ
る
。
し
か
し
、
十
七
世
紀

の
末

こ
ろ
か
ら
、
都
市
発
展
の

傾
向
に
急
速
な
か
げ
り
が
見
え
は
じ
め
、
十
八
世
紀
以
降
は
明
ら
か

な
停
滞
的
状
況
を
示
す
よ
う
に
な
る
。
何

を
も

っ
て
都
市
の
発
展
と

い
い
、ま
た
停
滞
と
い
う

の
か
は
議
論
の
あ

る
と
こ
ろ
で
は
あ
る
が
、

こ
こ
で
は

一
応
都
市
域
の
拡
大
や
人
口
の
増
大
、
都
市
景
観

の
変
容

と
い
っ
た
外
形
的
な
視
野
に
限
定
し
て
お

こ
う
。
そ
し
て
、
外
形
的

な
停
滞
状
況
が
か
な
ら
ず
し
も
都
市
構
造

や
都
市
機
能

の
面
で
の
発

達
を
阻
害
す

る
も

の
で
も
な

い
と
い
う
こ
と
も
付
言
し
て
お
き
た

一61一



い

。た
と
え
ば
、
京
都
の
場
合
、
江
戸
時
代
中
期
に
形
成
さ
れ
た
都
市

域
が
、

ほ
ぼ
そ
の
ま
ま
近
代
都
市
京
都

に
も
継
承
さ
れ
、
昭
和
二
十

年
代
こ
ろ
ま
で
は
、
京
都
の
市
街
地
区
域
は
、
京
都
大
学
周
辺
や
京

都
駅
周

辺
を
の
ぞ
け
ば
、
江
戸
時
代
の
ま
ま
で
あ

っ
た
と
い
っ
て
も

よ
い
ほ
ど
で
あ

っ
た
。
ち
な
み
に
、
江
戸
時
代
中
期
の
洛
中
の
人
口

は
、
お
よ
そ
三
十
万
人
か
ら
四
十
万
人
く
ら
い
と
考
え
ら
れ
る
が
、

近
代

の
京
都
の
旧
市
街
地
す
な
わ
ち
上
京
区

・
中
京
区

・
下
京
区
三

　
ヨ

ロ

区

の
合
計
人
口
は
、
三
十
万
人
前
後
で
あ
る
。
都
市
域
や
人
口
の
面

か
ら
み
れ
ば
、
江
戸
時
代
か
ら
近
代
ま
で
、
京
都
は
長
い
期
間
に
わ

た

っ
て
停
滞
し
て
い
た
と

い
う
こ
と
に
な
ろ
う
。
こ
う
し
た
停
滞
が

都
市

の
歴
史
と
し
て
マ
イ
ナ
ス
の
評
価
に

つ
な
が
る
か
と
い
え
ば
、

か
な
ら
ず
し
も
そ
う
で
は
な
い
。
都
市
生
活
に
お
け
る
経
済
活
動
や

住
環
境
な
ど
の
視
点
か
ら
す
れ
ば
、
む
し
ろ
高
い
評
価
を
与
え
ら
れ

　
　

　

る
も
の
な
の
か
も
し
れ
な

い
。

こ
う

い
っ
た
景
観
的
な
都
市

の
停
滞
期
と
は
い
え
、
微
視
的
に
み

る
と
、
さ
ま
ざ
ま
な
要
因
に
よ

っ
て
都
市
開
発
は
行
な
わ
れ
て
お
り
、

小
規
模
な
が
ら
都
市
景
観
や
市
街
化
区
域
の
変
化
を
み
る
こ
と
が
で

き
る
。

し
か
も
、
そ
う
し
た
小
規
模
な
都
市
開
発
の
あ
り
方
に
は
、

そ
の
時
代
の
都
市
観
や
都
市
問
題
な
ど
に
か
か
わ
る
本
質
的
な
問
題

が
あ
ら
わ
れ
て
お
り
、
都
市
史
と
し
て
注
目
せ
ざ
る
を
得
な
い
も
の

が
あ
る
。
と
く
に
江
戸
時
代
中
期

の
都
市
で
は
、
そ
う
し
た
都
市
開

発
は
新
地
の
形
成
と
い
う
か
た
ち
で
あ
ら
わ
れ
る
こ
と
が
多

い
。

新
地
と
は
、
文
字
ど
お
り
新
し
い
土
地
、
新
開
地
、
新
し
い
屋
敷

地
の
意
味
で
あ
り
、
新
屋
敷
や
新
家
地
と
も

よ
ば
れ
る
。
為
政
者
側

の
都
合
や
都
市
計
画
に
よ

っ
て
、
既
開
発
地
の
住
民
を
強
制
的
に
立

退
か
せ
、
未
開
地

へ
集
団
移
住
さ
せ
る
い
わ
ゆ
る
所
替
え
に
よ

っ
て

替
え
地
と
し
て
設
定
さ
れ
る
新
地
や
、
ま
た
土
地
の
所
有
者
や
関
係

市
民
の
出
願
に
よ
っ
て
開
発
が
許
可
さ
れ
る
新
地
な
ど
が
あ
る
。
い

ず
れ
に
し
て
も
、
新
地
形
成
の
場
所
は
未
開
発
地
で
あ
り
、
市
街
地

の
縁
辺
部
に
設
定
さ
れ
る
と
こ
ろ
に
特
色
が
あ
る
。

本
稿
で
は
、
そ
う
し
た
都
市
開
発
の
う
ち
、
為
政
者
の
都
市
計
画

に
よ

っ
て
市
街
中
心
部
か
ら
郊
外

へ
強
制
的
に
移
住
さ
せ
ら
れ
る
所

替
え

の
新
地
形
成
を
と
り
あ
げ
て
論
じ
て
み
た
い
。
土
地
の
所
有
者

や
特
定

の
市
民
が
新
地
形
成
を
出
願
す
る
場
合
と
は
、
条
件
や
新
地

　
ら

　

の
性
格
な
ど
に
か
な
り
相
違
が
み
ら
れ
る
と
考
え
ら
れ
る
が
、
そ
う

し
た
比
較

の
問
題
は
別
稿
を
期
し
た
い
。
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〔
日

宝
永
大
火
に
伴
う
替
え
地

宝
永

五
年

(
一
七
〇
八
)
三
月
、
京
都
で
は
大
火
が
発
生
し
た
。

『上
京

文
書
』
所
収

「親
町
要
用
亀
鑑
録
」
に
は

「宝
永
五
戊
子
年

三
月
八

日
午
刻
、油
小
路
三
条
上
ル
町
両
替
屋
市
兵
衛
方
よ
り
出
火
、

内
裏
炎
上
。
九
日
酉
刻
鎮
火
。
東
は
寺
町
、
南
は
錦
小
路
、
北
は
上

長
者
町
也
」
と
、
京
都
市
街
西
北
部
が
類
焼
し
、
内
裏
は
も
ち
ろ
ん

「堂
上

・
宮
方
百
余
ケ
所
、
町
数
三
百
余
町
」
が
焼
け
た
と
伝
え
て

い
る
。

こ
の
禁
裏
御
所
は
じ
め
公
家
町
の
焼
亡
が
契
機
と
な

っ
た
ら

し
く
、
都
市
計
画
が
お
こ
な
わ
れ
て
い
る
。
こ
の
都
市
計
画
が
誰
の

発
案

に
よ
る
も
の
か
、
ま
た
担
当
機
関
は
ど
こ
で
あ

っ
た
か
も
判
然

と
し
な

い
が
、
『徳
川
実
紀
』

に
は
公
家
屋
敷

の
再
建
費
用
を
補
助

し
た
り

、
禁
裏

・
仙
洞

・
女
院
御
所
用
地
の
増
加
な
ど
に
江
戸
幕
府

ハ
　

　

が
積
極
的
に
関
与
し
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
の
で
、
江
戸
幕
府

の

主
導
に
な
る
公
家
街

の
拡
充

・
整
備
の
都
市
策
定
で
あ

っ
た
こ
と
は

ま
ち
が

い
な
い
。

公
家
町
整
備
の
都
市
計
画
は
、
寺
町
通
以
西
、
丸
太
町
通
以
北
、

烏
丸
通
以
東
の
地
を
対
象
と
し
て
、
そ
の
近
辺
を
も
必
要
に
応
じ
て

組
み
入
れ
実
施
さ
れ
た
。
こ
の
こ
と
は
、
宝
永
六
年
刊

「京
絵
図
」

(亀
屋
清
兵
衛
版
)
に
該
当
地
域
の
町
々
が
す
で
に
移
転
さ
れ
て
「
ア

　　

ヒ

キ
チ
L
記
載
と
な

っ
て
い
る
こ
と
や
、
後
年
の
絵
図
類
や
地
誌
類
か

ら
も
確
認
さ
れ
る
。

移
転
を
命
じ
ら
れ
た
町
々
住
民
ま
た
寺
院
な
ど
が
ど
う
な

っ
た
か

に
つ
い
て
、
先
に
引
用
し
た

「親
町
要
用
亀
鑑
録
」
は
、
「此
時
、

御
築
地
近
辺
其
外
町
共
、
多
分
替
地
被
仰
付
、
西
陣
、
聚
楽
、
或

ハ

ニ
条
新
地
等

へ
町
内
引
地
二
相
成
、
且
寺
社
向
も
二
条
新
地
其
外

へ

引
地
有
之
候
」
と
ほ
ぼ
町
ぐ
る
み
、
地
域
ぐ
る
み
の
移
転
と
な

っ
た

こ
と
を
伝
え
て
い
る
。

も
う
す
こ
し
正
確
な
所
替
え
の
情
報
は
、
『京
都
御
役
所
向
大
概

覚
書
』
二
の

「京
都
竪
横
町
通
之
事
正
徳

五
未
年
改
」
の
項
に
留
め

ら
れ
て
い
る
の
で
、
少
し
長
く
な
る
が
関
連
箇
所
を
抜
き
出
し
て
み

　
　

　

よ
う
。宝

永
五
子
年
大
火
以
後
、
御
所
廻

・
新
在
家

・
椹
木
町

・
丸
太

町

・
広
小
路

二
付
、
東
河
原
頂
妙
寺
南
東
江
所
替
之
寺
町
家
左

二
記
、

、

南
北
町
六
筋

福
本
町

頭
町

和
国
町

西
側
若
竹
町

東
側
三
本
木
町

西
側
光
堂
新
町

東
側
太
方
町

西
側
駒
薬
師
町

東
側
駒
引
町

両
側
讃
州
寺
町
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西
側
長
倉
町

東
側
菊
本
町

西
側
大
黒
町

東
側
多
門
町

西
側
弁
天
町

東
側
若
夷
町

一
、
東
西
町
武
筋

町
名
無
之

同
年
大
火
以
後
寺
町
裏
通
江
所
替
之
公
家
衆
寺
町
家
左

二
記
、

寺
町
通
二
条
上
ル
町
東
側

常
盤
木
町

同
二
町
目
東
側

藤
木
町

、
寺
町
裏
通
南
北
新
烏
丸
通

錦
町

椹
木
町

梅
木
町

西
側
柳
町

東
側
桜
町

、
同
通
南
北
新
葉

町

雛

關
町

雛

町

、
同
通
荒
神
町
よ
り
二
条
通
迄
之
内
東
西
新
道
六
筋

内
小
石
有
之
町
戴
町

高
砂
町

信
濃
町

、
寺
町
裏
通
東
西
二
条
通
寺
町
東
江
入
町
北
側
榎
木
町

、
同
年
大
火
已
後
元
真
如
堂
跡
今
出
川
下
ル
町
西
側
所
替
之

御
所
役
人
町
家

町
名
栄
町

同
年
大
火
已
後
寺
町
通
今
出
川
上
ル
町
立
本
寺
跡
江
所
替
之
町

家

壼
町
目

三
町
目

四
町
目

新
生
須
町

南
北
武
筋

翻

雛

町

元
百
嘉

町

試
町
目

東
西
武
筋

新
荒
神
町

一
、
寺
町
今
出
川
上
ル
町
東
側

俵
町

同
年
大
火
以
後
聚
楽
内
野
江
所
替
之
寺
町
家

一
、
南
北
新
道
試
筋
並
七
本
松
通

内
一
番
町

三
番
町

四
番
町

七
番
町

五
番
町

六
番
町

一
、
東
西
新
道
壼
筋
並
仁
和
寺
通

内
試
番
町

少
々
わ
か
り
に
く
い
表
現
の
と
こ
ろ
も
あ
る
が
、
鴨
川
東
の
二
条

頂
妙
寺

の
南
東
に
寺
院
と
町
家
、
寺
町
通
東

の
二
条
以
北
に
公
家
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衆

.
寺
院

・
町
家
、
元
真
如
堂
跡
に
御
所
役
人
お
よ
び
町
家
、
立
本

寺
跡

へ
町
家
、
聚
楽
内
野

へ
寺
院
と
町
家
と

い
う
よ
う

に
、
大
別
五

ヵ
所
に
所
替
え
が
お
こ
な
わ
れ
た
と

い
う
。
こ
こ
で
は
五
カ
所
と
い

う
地
域
分
類
に
見
え
る
の
で
あ
る
が
、
『京
都
御
役
所
向
大
概
覚
書
』

三
の

「替
地
之
事
」
の
項
で
は
、
寺
町
、
河
原
町
、
新
三
本
木
組
屋

敷
跡
、
元
真
如
堂
跡
、
立
本
寺
跡
、
頂
妙
寺
裏
、
内
野
の
七
カ
所
と

し
て
書

き
あ
げ
て
い
る
。
そ
し
て
こ
の

「七
ケ
所
宝
永
五
子
年
類
焼

以
後
、
御
門
跡
方
並
公
家
衆
、
御
所
役
人
、
武
家
方
、
寺
院
、
町
家

替
地
相
渡
候
」
と
記
し
て
お
り
、
そ
の
替
地
総
坪
数
と
内
訳
も
詳
記

ハ
　

ね

し
て
い
る
。惣

坪
数
合
拾
壼
萬
五
千
武
百
七
拾
武
坪
余

右
之
訳

踊
・

御
門
跡
方
並
公
家
衆

一

壼
萬
試
千
八
百
八
坪
六
厘

御
所
役
人
・
武
家
衆
、
屋
敷
渡
り

、
五
萬
千
八
百
試
拾
三
坪
九
分
五
厘

町
家
渡
り

一一

、

三
萬
六
千
四
百
五
拾
七
坪
五
分

寺
院
武
拾
九
ケ
寺
渡
り

内

購
糠
塑

ケ
寺

壼
萬
戴
千
三
百
七
坪

道
坪

一

、

武
百
三
拾
三
坪

溝
坪

一

、

一

、

千
六
百
四
拾
三
坪

所
々
明
地

是
は
石
川
宗
十
郎
並
伊
勢
屋
三
右
衛
門
荒
神
町
石
屋
共
江
御

預
ケ

替
え
地
総
坪
数
が
収
公
地
と
く
ら
べ
て
ど
の
く
ら
い
の
割
り
増
し

で
あ

っ
た
か
、
ま
た
町
家
や
寺
院
な
ど
の
比
率
も
ど
う
で
あ

っ
た
か

は
ま

っ
た
く
不
明
で
あ
る
が
、
さ
き
の

「京
都
竪
横
町
通
之
事
」
の

項
の
記
載
と
か
さ
ね
な
が
ら
判
断
し
て
み
る
と
、
次

の
よ
う
に
理
解

す
る
こ
と
が
で
き
る
。

御
門
跡
方
や
公
家
衆
、
御
所
役
人
、
武
家
衆

へ
の
替
え
地

一
万
二

千
八
百
八
坪
余
は
、
寺
町
よ
り
東
、
二
条

よ
り
北
、
鴨
川
ま
で
の
間

の
、
い
わ
ゆ
る
寺
町
、
河
原
町
、
新
三
本
木
組
屋
敷
跡
と
称
さ
れ
る

地
区
の
な
か
に
お
い
て
付
与
さ
れ
て
い
る
。
『京
都
市
史
地
図
編
』

所
収

の

「享
保
八
年
刊
京
大
絵
図
」
な
ど

で
、
該
当
地
域
に
梶
井
御

門
跡

・
日
光
御
門
跡
里
房
、
二
条
家

・
油
小
路
家

・
正
親
町
家
な
ど

の
公
家
屋
敷
、
松
平
伯
替
守
、
中
井
主
水

ら
の
武
家
屋
敷
等
々
が
見

え
て
い
る
の
で
、
こ
の
地
域
は
公
家
街
隣
接
地
と
し
て
準
公
家
屋
敷

街
と

い
う
理
解
が
あ

っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
。

寺
院
替
え
地
三
万
六
千
四
百
五
十
七
坪
余
は
、
替
え
地
先
が
さ
ら

に
明
瞭
で
あ
る
。
鴨
東

の
頂
妙
寺
の
南
お
よ
び
東
の
地
す
な
わ
ち
二

条
川
東
新
地
に
二
十
七
力
寺
、
内
野
新
地

に
ニ
カ
寺
と
い
う
。
こ
れ

ら
の
寺
々
は
、
も
と
寺
町
通
の
二
条
以
北

に
あ

っ
た
寺
院
で
、
宝
永

大
火
で
焼
亡
し
た
の
を
契
機
と
し
て
移
転
し
た
も
の
で
あ
る
。
寺
院
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が
焼
亡
後
に
移
転
し
た
事
例
は
決
し
て
少
く
な

い
。
こ
の
宝
永
大
火

後
の
替
え
地
と
さ
れ
た
元
真
如
堂
跡
が
そ
の
よ
い
例
で
、
元
禄
五
年

(
一
六
九
二
)
十
二
月
の
火
災
で
焼
失
し
た
寺
町
通

の
今
出
川
下
ル

地
域

の
真
如
堂
、
極
楽
寺
、
迎
勝
寺
、
大
興
寺
、
法
性
寺
な
ど
が
、

　ぜ

洛
東
黒
谷
の
北
や
鴨
川
東
岸
地
域
に
移
さ
れ
て
い
た
。

㊨

寺
町
の
解
体
と
寺
院
の
移
転

寺
町
と

い
う
の
は
、
豊
臣
秀
吉

の
都
市
改
造
に
よ
っ
て
、
洛
中
の

寺
院
を
市
街
地

の
東
端
に
集
め
ら
れ
て
形
成
さ
れ
た
と

い
う
寺
院
街

　　
　

で
あ
る
。
寺
町
の
ほ
か
寺
之
内
や
寺
内
町
も
寺
院
街
区
で
あ
る
が
、

秀
吉

の
都
市
改
造
す
な
わ
ち
京
都
の
近
世
都
市
化
の
象
徴
と
さ
れ
る

の
が
寺

町
で
あ

っ
た
わ
け
で
あ
る
。
そ
の
寺
町
通
の
寺
院
が
火
災
を

契
機
と
し
て
と

い
う
か
た
ち
で
は
あ
る
が
、
替
え
地
を
あ
た
え
ら
れ

て
鴨
東

や
内
野
な
ど

へ
移
転
し
て
い
る
。
寺
院
街

の
形
成

の
目
的
が

ど
こ
に
あ

っ
た
か
は
学
説

の
分
か
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
と
は
い
え
、

元
禄
五
年
や
宝
永
五
年

の
大
火
で
焼
失
し
た
あ
と
、
か
な
り
の
寺
院

が
寺
町
を
去

っ
た
こ
と
か
ら
し
て
、
江
戸
時
代
中
期
に
は
近
世
都
市

に
お
け
る
寺
院
街

の
意
味
は
急
速
に
喪
失
し

つ
つ
あ

っ
た
と
み
て
よ

い
だ
ろ
う
。

し
か
し
、
宝
永
の
大
火
は
も
と
よ
り
数
次

に
わ
た

っ
て
焼
失
し
て

い
な
が
ら
、
寺
町
か
ら
移
転
せ
ず
同
所
に
再
建
を
く
り
か
え
し
て
い

る
寺
院
も
あ
る
。
た
と
え
ば
本
禅
寺
、
浄
華
院
、
盧
山
寺
な
ど
で
あ

る
。

い
く

つ
か
の
寺
院
は
移
転
し
、
ま
た

い
く

つ
か
の
寺
院
は
移
転

し
て
い
な

い
。
こ
れ
を
ど
う
解
す
れ
ば
よ

い
の
か
、
難
し
い
問
題
で

あ
る
が
、
寺
院
の
規
模
や
宗
派
な
ど
の
違

い
に
よ
る
も
の
で
は
な

い

よ
う
で
あ
る
。
個
々
の
寺
院
の
事
情
に
よ
る
も
の
と
考
え
る
の
が
妥

当
だ
ろ
う
が
、
と

い
う
こ
と
は
い
ず
れ
に
し
て
も
寺
院
街

(寺
町
)

の
都
市
計
画
的
意
義
が
存
在
し
て
い
な
い
と
い
う
こ
と
で
も
あ
る
。

寺
町
寺
院
街

の
積
極
的
意
味
は
見

い
出
し
得
な
い
も
の
の
、
二
十

七
力
寺
が
二
条
川
東
新
地
に
、
ま
た
立
本
寺

・
福
勝
院
の
ニ
カ
寺
が

内
野
新
地

へ
移

っ
た
こ
と
は
注
目
し
て
お
く
必
要
が
あ
ろ
う
。
二
条

新
地
に
移
転
し
た
二
十
七
力
寺
は
、
ほ
ぼ
集
居
す
る
か
た
ち
で
寺
院

街
を
形
成
し
て
い
る
。
ま
た
内
野
新
地

へ
移

っ
た
立
本
寺
と
福
勝
院

は
、
一
番
町
と
七
番
町
と

い
う
よ
う
に
隣
接
は
し
て
い
な
い
も

の
の
、

こ
の
地
域
は
元
和

・
寛
永
期
以
降
あ
い
つ
い
で
寺
院
が
建
立
さ
れ
た

り
移
転
し
て
き
た
り
し
て
お
り
、
寺
院
街
化
し
つ
つ
あ

っ
た
と
こ
ろ

　セ
　

で
あ

っ
た
。

寺
町
寺
院
街

の
寺
々
が
、

い
わ
ゆ
る
郊
外
に
あ
た
る
地
域
に
集
団

的
に
移
転
し
て
い
る
こ
と
は
、
小
規
模
で
し
か
も
集
団
毎
に
は
相
互
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に
関
連
を
も
ち
え
な

い
立
地
で
散
在
型
の
寺
院
街
を
形
成
し
た
も
の

と
み
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
う
し
た
新
寺
町
の
形
成
は
、
宗
教
政
策

上
、
ま
た
都
市
計
画
の
視
点
か
ら
し
て
ど
の
よ
う
な
意
味
が
あ
る
の

か
に

つ
い
て
も
、
不
明
の
点
が
多

い
。
寺
町
通
か
ら
の
移
転
の
理
由

と
し
て
は
、
郊
外
に
お
い
て
な
ら
寺
院
境
内
の
拡
張
が
可
能
で
あ

っ

た
と

い
う
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
、
寺
町
以
東
の
河
原
町
な
ど

の
開
発
が
十
七
世
紀
に
か
な
り
進
行
し
て
、
こ
れ
ま
で
京
都
市
街
の

東
端

で
あ

っ
た
寺
院
街
が
、
京
都
市
中
域
に
く
み
こ
ま
れ

つ
つ
あ

っ

　の
　

た
こ
と
も
そ
の
ひ
と

つ
の
理
由
と
な

っ
た
か
も
し
れ
な

い
。

話
が
前
後
す
る
こ
と
に
な
る
が
、
宝
永
大
火
焼
亡
地
域
の
う
ち
、

丸
太
町
通
以
北
の
移
転

・
替
え
地
と
い
う
こ
と
で
話
を
進
め
て
き
た

が
、
前
述
の
と
お
り
寺
町
寺
院
街
に
つ
い
て
は
、
丸
太
町
以
北
で
は

な
く

二
条
通
北
側
の
要
法
寺
以
北
の
寺

々
が
移
転
の
対
象
と
な

っ
て

い
る
。
そ
し
て
、
移
転
と
な

っ
た
寺
院

の
跡
地
は
、
町
屋
地
や
公
家

衆
屋
敷
地
ま
た
武
家
屋
敷
地
と
な

っ
て
い
る
。

寺
院
の
替
え
地
は
、
江
戸
時
代
中
期
に
お
い
て
も

一
般
的
に
は
そ

れ
ほ
ど
容
易
な
こ
と
で
は
な
か
っ
た
。
ひ
と
つ
の
事
例
を
示
し
て
お

こ
う
。
元
禄
十
三
年
八
月
、
日
蓮
宗
立
本
寺
の
隠
居
で
、
西
ノ
京
下

立
売

通
紙
屋
川
よ
り

一
丁
東
の
満
願
寺
日
亭
が
寺
地
替
え
の
願
書
を

提
出
し
た
。
願
い
の
替
え
地
先
は
鴨
東
下
岡
崎
村
の
氏
神
天
王
の
神

主
林
助
太
夫

の
居
屋
敷
二
千
坪

の
と
こ
ろ
で
、
無
年
貢
地
で
は
あ
る

が
法
性
寺

の
旧
地
と
い
う
由
緒
地
で
あ

っ
た
。
ち
な
み
に
、
満
願
寺

　　
　

の
寺
地
は
百
七
十
坪

で
あ

っ
た
。

満
願
寺
寺
地
替
え

の
願
い
は
、
京
都
町
奉
行
か
ら
所
司
代
松
平
紀

伊
守
信
庸

へ
上
申
さ
れ
、
江
戸
の
幕
閣
の
審
議
す
る
と
こ
ろ
と
な

っ

た
。
方
針
は
月
番

の
寺
社
奉
行
永
井
伊
賀
守
直
敬
の
書
面
に
よ

っ
て

伝
え
ら
れ
て
き
た
。
そ
の
文
に

「寺
社
引
替
地
、
多
は
難
成
由
、
子

細
有
之
は
元
坪
を
以
替
之
、
萬

一
地
広
所
江
替
は
、
元
坪
之
外
境
二

仕
切
、
寺
ケ
間
敷
作
事
不
仕
筈

二
申
付
、
持
添
地

二
為
仕
置
候
事
」

　ぜ

と
あ
り
、
寺
地
替
え
は

一
般
に
は
認
め
ら
れ
な
い
こ
と
、
特
別
の
子

細
が
あ

っ
て
許
可
さ
れ
る
場
合
で
も
、
元
坪
ど
お
り
の
面
積
が
原
則

で
あ
る
こ
と
、
も
し
替
え
地
先
が
地
広
の
場
所
で
あ
る
場
合
に
は
、

元
坪
の
面
積
地
意
外
は
仕
切
り
を

つ
く

っ
て
寺
院
が
ま
し
き
作
事
を

し
な

い
こ
と
な
ど
と

い
う
も
の
で
あ

っ
た
。

宝
永
大
火
後
の
寺
地
替
え
に
は
、
多
く

の
寺
院
が
い
っ
せ
い
に
集

団
的
に
移
転
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
幕
府
側
の
意
向
が
こ
め
ら
れ
て

い
た
の
で
は
な

い
か
と
考
え
ら
れ
る
し
、
ま
た
元
禄
五
年
の
火
災
後

の
真
如
堂
な
ど
の
移
転

の
先
例
も
あ

っ
た
。
た
だ
し
、
こ
う
し
た
特

別
の
移
転
で
も
、
さ
き
の
満
願
寺
の
事
例

で
み
た
移
転
先
で
も
原
則

と
し
て
元
坪
の
面
積
と

い
う
方
針
は
厳
守
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。
川
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東
二
条
新
地

の
寺

々
も
内
野
新
地
の
場
合
も
、
ほ
と
ん
ど
境
内
寺
地

の
拡
張

は
見
ら
れ
な

い
。

寺
地
替
え
地
の
場
合
、
か
な
り
き
び
し
い
統
制
下
で
そ
れ
が
実
行

さ
れ
て

い
る
と
考
え
ら
れ
る
か
ら
、
寺
地
替
え
が
転
機
と
な

っ
て
、

当
該
寺

院
の
新
時
代
を
迎
え
る
と
は
い
ち
が

い
に
言
え
な
か

っ
た
で

あ
ろ
う
。
む
し
ろ
、
旧
地
か
ら
新
地

へ
の
移
転
に
伴
う
檀
家
と
の
関

係
を
い
か
に
解
決
し
て
い
っ
た
か
が
注
目
さ
れ
る
。

四

町
家
地
の
移
転

町
家
地
の
移
転
に
つ
い
て
み
て
い
こ
う
。
宝
永
大
火
類
焼
替
え
地

十

一
万

五
千
二
百
七
十
二
坪
余

の
う
ち
、
町
家
替
え
地
に
渡

っ
た
分

は
五
万
千
八
百
二
十
三
坪
余

で
、
全
体
の
約
四
五
パ
ー
セ
ン
ト
に
あ

た
る
。
立
退
き
対
象
と
な

っ
た
区
域
は
、
前
述
の
よ
う
に
、
丸
太
町

通
以
北
、
烏
丸
通
以
東

の
公
家
町
東
南
部
の
町
々
で
、
移
転
先
は
、

主
と
し

て
川
東
二
条
新
地
と
内
野
新
地
で
あ

っ
た
よ
う
で
あ
る
。
以

下
、
伝
承
等
を
も
含
め
つ
つ
判
明
す
る
範
囲
内
で
、
町
家
地
移
転
の

実
際
と
問
題
を
さ
ぐ

っ
て
み
よ
う
。

『山
城
名
跡
巡
行
志
』
は

「
二
条
新
地
欄
磁
二
」
と
い
う
項
目
を

あ
げ
て
、
次
の
よ
う
に
記
し
て
い
る
。
宝
永
五
年
三
月
八
日
に
京
都

大
火
が
あ
り
、
そ
の
後
禁
裏
御
造
営
が
お
こ
な
わ
れ
る
に
よ
り
、
丸

太
町
北
側

(京
極
よ
り
烏
丸
東
側
ま
で
)

の
御
幸
町
、
麸
屋
町
、
富

小
路
、
柳
馬
場
、
堺
町
、
高
倉
、
間
町
、
東
洞
院
、
車
屋
町

(各
丸

太
町
以
北
椹
木
町
ま
で
)

の
町
々
は
こ
と

ご
と
く
こ
の
二
条
新
地
に

移
さ
れ
、
ま
た
寺
町
の
二
条
以
北

の
寺
院

は
皆
こ
の
二
条
新
地
に
移

さ
れ
た
。

刊
行
年
は
未
詳
な
が
ら
、
宝
永
五
年
の
大
火
か
ら
そ
う
下
ら
な
い

　
お

　

時
期
の
も

の
と
考
え
ら
れ
て
い
る

『都
す
"
め
案
内
者
』
下
巻
に
も
、

「
二
条
川
ひ
が
し
新
地
之
図

」
が
紹
介
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
に
よ
る

と
、
頂
妙
寺

の
仁
王
門
に
由
来
す
る
と
考
え
ら
れ
る
二
王
門
通
を
中

心

の
東
西
路
と
す
る
か
た
ち
で
、
頂
妙
寺
南
側
と
東
側
に
通
り
名
と

町
名
、
寺
院
名
が
詳
細
に
書
き
こ
ま
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
絵
図
表

示
が
煩
雑
で
脱
落
、
記
載
も
れ
も
あ
る
。
と
り
あ
え
ず
、
仁
王
門
通

の
南
側
に
つ
い
て
西
か
ら
順
に
通
り
名
を
ひ
ら
う
と
、新
丸
太
町
通
、

新
御
幸
町
通
、
新
富
小
路
通
、
新
柳
馬
場
通
、
新
堺
町
通
、
新
高
倉

通
と
あ
る
。
仁
王
門
通
北
側
は
西
か
ら
車
屋
町
通
、
問
町
通
の
文
字

が
見
え
る
が
、
そ
の
中
間
の
通
り
は
通
り
名
が
脱
落
し
て
い
る
。
お

そ
ら
く
東
洞
院
通
で
あ
ろ
う
。
ま
た
こ
の
北
側
の
通
り
名
に
は

「新
」

の
文
字
も
欠
落
し
て
い
る
。
と
も
あ
れ
、
旧
地
の
通
り
名
が
わ
ず
か

一
町
程

の
区
間
に
付
さ
れ
て
い
る
こ
と
、
し
か
も
そ
の

一
町
の
町
域
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に
複
数

の
町
名
が
見
え
る
こ
と
が
特
徴
的
で
あ
る
。
た
と
え
ば
宝
暦

十
二
年

刊

『京
町
鑑
』
で

「川
東
之
部
」
に

「新
丸
太
町
通
」
を
あ

げ
、
「仁
王
門
下
ル
東
側
北
方
多
門
町
」
「同
西
側
北
方
大
黒
町
」
「同
町
東
側

南
方
若
夷
子
町
」
「同
西
側
南
方
弁
天
町
」
を
記
し
、
「右

一
町

の
内
に

て
小
名
四

つ
有
」
と
説
明
し
て
い
る
。

以
上
の
こ
と
か
ら
、
川
東
二
条
新
地
で
は
、
旧
地
の
通
り
名
を
移

す
と
と
も
に
、
旧
地

の
町
名
を
も
町
民
の
移
住
と
と
も
に
移
し
た
こ

と
、
何
ら
か
の
事
情

で
町
民
全
員
が
新
地

へ
移
住
せ
ず
、

一
部
の
住

民
が
町
名
と
と
も
に
新
地

へ
移
住
し
て
き
た
こ
と
、
新
地
で
は

一
町

規
模

に
達
し
な
い
小
規
模
町
内
が
い
く

つ
か
連
合
す
る
か
た
ち
で
町

並
み
を
形
成
し
た
こ
と
が
わ
か
る
。
通
り
名
は
、
旧
地
の
丸
太
町
以

南
で
は
生
き
て
い
る
た
め
に
、
新
地
で
は
新

の
字
を
冠
し
て
旧
地
の

通
り
名
を
用
い
た
が
、
町
名
は
旧
地
に
お
い
て
廃
絶
す
る
た
め
、
旧

町
名
を
そ
の
ま
ま
移
住
先

へ
移
し
た
と
い
え
る
。

共
同
体
と
い
う
か
町
内
と
い
う
か
、
町
民
が
そ
ろ
っ
て
移
住
す
る

こ
と

が
原
則
で
あ
り
、
そ
れ
だ
か
ら
こ
そ
町
名
も
移
さ
れ
た
の
で
あ

ろ
う

が
、

一
部
町
民
の
脱
落
す
な
わ
ち
町
内
会
組
織

の
変
改
も
容
認

さ
れ
た
こ
と
も
う
か
が
え
る
。
そ
し
て
、
い
ず
れ
の
場
合
も
、
川
東

二
条
新
地
で
は
旧
町
名
を
用
い
て
い
る
の
で
あ
る
か
ら
、
町
名
と
は

地
理
的
な
位
置
や
空
間
を
示
す
名
称
で
は
な
く
、
町
内
会
組
織
ま
た

は
集
団
の
名
称
で
あ

っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。

し
か
し
、
町
家
移
住
で
の
最
大
の
問
題
は
、
日
常
的
な
生
活
と
く

に
経
済
生
活
で
あ
ろ
う
。
と
く
に
京
都
市
街
地
の
中
心
部
と
も
い
う

べ
き
公
家
町
隣
接
地
か
ら
、
鴨
川
を

へ
だ

て
た
鴨
東
の
郊
外
の

一
区

画
に
移
さ
れ
た
二
条
川
東
新
地
の
場
合
、
従
来
の
家
業
や
取
り
引
き

な
ど
、
重
大
な
事
態

に
遭
遇
し
た
で
あ
ろ
う
こ
と
は
容
易
に
想
像
で

き
る
。
集
団
的
な
移
住
方
法
が
と
ら
れ
た
こ
と
で
、
該
当
町
内
な
ど

の
近
所
づ
き
あ
い
を
は
じ
め
と
す
る
小
世
界
の
問
題
は
か
な
り
解
決

で
き
た
で
あ
ろ
う
が
、
移
転
先
で
都
市
生
活
が
充
足
さ
れ
う
る
ま
で

に
は
、
新
地
は
都
市
と
し
て
の
完
結
性
を
も

っ
て
い
な
い
。

新
地

へ
の
移
住
が
町
家
生
活
に
と

っ
て
、
経
済
的
問
題
を
引
き
お

こ
す
こ
と
は
、
二
条
川
東
新
地
だ
け
の
こ
と
で
は
な
か

っ
た
。
内
野

新
地
の
場
合
も
同
様
で
あ

っ
た
と
考
え
ら

れ
る
。
内
野
新
地
は
、
か

つ
て
の
平
安
京
大
内
裏

の
故
地
の

一
部
で
あ
る
と
と
も
に
、
豊
臣
秀

吉
の
聚
楽
城
下
の
家
臣
組
屋
敷
跡
と
も
伝
え
る
地
で
あ
り
、
聚
楽
廃

城
後
は
荒
廃
し
て
い
た
と
い
わ
れ
る
。
こ

の
上
京
西
郊
の
地
に
、
宝

永
大
火
で
焼
失
し
た
地
域

の
う
ち
、
烏
丸
通
下
立
売
東
側

一
帯
の
新

在
家
と
よ
ば
れ
た
町
々
の
人
々
が
移
住
し

て
、
内
野

一
番
町
か
ら
同

ヘ
ロ

　

七
番
町
に
お
よ
ぶ
新
地
が
形
成
さ
れ
た
と

い
う
。内
野
新
地
の
場
合
、

旧
地
の
町
名
を
引
き

つ
い
で
い
な
い
の
で
、
集
団
移
住
と
は
い
え
、

一69一



二
条

川
東
新
地
ほ
ど
各
町
の
な
り
た
ち
が
明
瞭
で
は
な
い
。
い
ず
れ

に
し
て
も
、
禁
裏
西
南
の
市
街
地
中
心
部
か
ら
郊
外
の
地

へ
移
住
さ

せ
ら
れ
た
わ
け
で
あ
る
か
ら
、
経
済
的
な
打
撃
は
大
き
か

っ
た
に
ち

が
い
な
い
。

こ
う
し
た
郊
外
の
新
地
に
お
け
る
経
済
的
困
難
を
打
開
す
る
方
法

と
い
う
べ
き
か
、
あ
る
い
は
新
地
活
性
化
の
方
策
、
ま
た
封
建
的
な

都
市
開
発
法
と
い
う
べ
き
で
あ
ろ
う
か
、
新
地
の
遊
興
地
化
と
い
う

方
向
が
し
ば
し
ば
あ
ら
わ
れ
る
。

宝
永
大
火
後
の
替
え
地
と
な

っ
た
各
所
に
お
い
て
も
、
前
述
の
遊

所
化
問
題
は
現
実
と
な

っ
て
い
る
。
川
東
二
条
新
地
そ
の
も
の
は
遊

所
化

し
た
こ
と
は
な

い
が
、
同
所
の
北
西
部
に
隣
接
す
る
か
た
ち
で

二
条
新
地
と

い
う
遊
里
が
形
成
さ
れ
て
い
る
。
内
野
新
地
も
全
域
が

遊
所
化
し
た
わ
け
で
は
な
い
が
、
四
番
町

・
五
番
町
が
遊
里
と
な

っ

た
。
ま
た
、
丸
太
町
北
、
鴨
川
西
の
い
わ
ゆ
る
新
三
本
木
、
そ
し
て

元
真
如
堂
跡
地
に
あ
た
る
白
梅
図
子
も
遊
里
と
な

っ
て
い
る
。
そ
れ

ぞ
れ

の
立
地
も
事
情
も
同
じ
で
は
な
い
が
、
新
地
と
遊
所
と

い
う
視

点
か
ら
、
つ
ぎ
に
若
干

の
考
察
を
加
え
て
み
よ
う
。

国

新
地
の
遊
所
化

宝
永
大
火
の
あ

っ
た
宝
永
五
年

の
五
月
、
新
河
原
町
筋
す
な
わ
ち

先
斗
町
お
よ
び
西
石
垣
、
土
手
町
筋
、
新

三
本
木
な
ど
で
営
業
し
て

い
た
旅
籠
屋

・
豆
腐
茶
屋
の
停
止
が
命
じ
ら
れ
た
。
こ
れ
ら
の
地
域

は
鴨
川
西
岸
に
面
し
た
新
開
地
で
、
遊
興
客
に
宿
や
酒
食
を
提
供
す

　　

る
旅
籠
屋

・
煮
売
屋
が
軒
を
な
ら
べ
つ
つ
あ

っ
た
よ
う
で
あ
る
。
土

手
町
筋
と
新
三
本
木
は
御
用
地
と
し
て
召
し
上
げ
ら
れ
た
こ
と
に
伴

う
営
業
停
止
で
あ
る
が
、
新
河
原
町
筋

の
場
合
は
、
宝
永
大
火
に
伴

う
都
市
計
画
に
か
か
わ
る
も
の
で
あ

っ
た
か
は
不
明
で
あ
る
。
た
だ

し
、
新
開
地
と
り
わ
け
鴨
川
の
河
畔
で
遊
興
の
立
地
条
件
の
よ
か

っ

た
と
こ
ろ
で
は
、
旅
籠
屋
、
茶
屋
、
煮
売

屋
、
料
理
屋
な
ど
の
開
業

が
す
す
み
つ
つ
あ

っ
た
こ
と
だ
け
は
確
認

で
き
よ
う
。

宝
永
大
火
後
に
替
え
地
と
な

っ
た
二
条
川
東
新
地
や
内
野
新
地
な

ど
が
、
当
所
か
ら
遊
所
化
を
前
提
と
し
て
形
成
さ
れ
た
と
い
う
記
録

は
な
い
。
ま
た
新
地
形
成
か
ら
間
も
な
く
遊
所
化
し
た
と
い
う
史
料

も
な
い
。
前
述
の
よ
う
に
二
条
川
東
新
地
な
ど
は
、
新
地
の
な
か
が

遊
所
化
し
た
と
い
っ
た
事
実
が
な

い
。
と

い
う
こ
と
は
、
宝
永
大
火

の
替
え
地
と
な
っ
た
新
地
は
、
遊
所
地
と

し
て
開
発
さ
れ
る
新
地
形

成
と
は
若
干
異
な

っ
て
い
た
の
だ
と
い
う

こ
と
が
で
き
る
。
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し
か

し
、
時
代
を
経
る
な
か
で
、
遊
里
と

の
少
な
か
ら
ぬ
関
係
を
、

こ
れ
ら
の
宝
永
大
火
替
え
地
も
も
つ
こ
と
に
な

っ
た
こ
と
は
、
や
は

り
注
目

し
て
お
く
べ
き
で
あ
ろ
う
。

二
条

川
東
新
地
と
い
う
か
頂
妙
寺
境
内
に
隣
接
す
る
か
た
ち
で
、

鴨
川
の
東
岸
、
二
条
以
北
に
新
た
な
新
地
が
形
成
さ
れ
は
じ
め
た
の

は
、
享
保
末
年

の
こ
と
と
伝
え
る
。
『京
都
府
下
遊
廓
由
緒
』
の
二

条
新
地

の
項
に
よ
れ
ば
、
傾
城
町
島
原
か
ら
の
出
稼
地
と

い
う
由
緒

を
も

つ
二
条
新
地
は
、
新
生
洲
町
、
新
先
斗
町
、
大
文
字
町
、
難
波

町
、
中
川
町
、
杉
本
町
の
六
町
か
ら
な

っ
て
い
る
。
そ
し
て
、
「二

条
新
地

ハ
元
聖
護
院
村
畑
地

二
候
処
、
享
保
十
九
甲
寅
十

一
月
、
北

野
吉
祥
寺
ヨ
リ
所
司
代
牧
野
河
内
守
町
奉
行
本
多
筑
後
守
江
願
済

ヲ

以
建
家

地
二
相
成
、
新
先
斗
町
大
文
字
町
致
開
発
、
其
後
追

々
人
家

相
増
候
由
候
事
」
と

い
い
、
追
々
旅
籠
屋
渡
世
、
茶
屋
渡
世
を
公
許

さ
れ
、
宝
暦
十

一
年
十

一
月
の
茶
屋
惣
年
寄
が
傾
城
町
に
命
じ
ら
れ

た
と
き

に
は
、
二
条
新
地

の
茶
屋
株
を
も

つ
も
の
も
株
料
を
差
し
出

　り
　

し
て
い
る
と
い
う
。

寛
政

二
年
六
月
や
天
保
十
三
年
の
遊
女
取
締
り

の
幕
政
改
革
で

は
、
二
条
新
地
の
遊
女
た
ち
も
取
締
り
の
対
象
と
さ
れ
、
そ
の
後

の

年
限
、
人
数
制
限
付
き

の
遊
女
屋
商
売
公
許
令
で
は
、
祇
園
新
地
、

七
条
新
地
、
北
野
上
七
軒
と
と
も
に
、
傾
城
町
の
出
稼
地
と
し
て
二

　　

条
新
地
も
遊
里
と
し
て
復
活
し
て
い
る
と

い
う
。

鴨
東

の
二
条
新
地
と
い
え
ば
、
宝
永
大
火
の
替
え
地
二
条
川
東
新

地
で
は
な
く
、
傾
城
町
の
出
稼
地
で
遊
里
と
し
て
知
ら
れ
る
二
条
以

北
の
新
地
を
さ
す
よ
う
に
な

っ
て
い
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
ま
た
、

宝
永
替
え
地
の
二
条
川
東
新
地
と
遊
里
の
二
条
新
地
と
は
生
業
等
を

め
ぐ
る
関
連
は
な
か

っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
文
化
七
年
の
刊
行
と
さ

れ
る

『文
化
増
補
京
羽
二
重
大
全
』
の

「所

々
新
家
地
」
の
項
で
は
、

「宝
永
五
子
年
二
条
川
東
新
家
地

」
と
し
て
、
大
火
後
の
町
家
お
よ

び
二
十
七
力
寺
の
替
え
地
を
記
し
て
お
り
、
遊
里
と
な
っ
た
新
地
は

「
二
条
北
川
東
聖
護
院
領
新
生
渕

(洲
力
)
新
地

」
と
し
て
書
き
あ

げ
て
い
る
。
『京
都
府
下
遊
廓
由
緒
』

や

『京
都
坊
目
誌
』
は
、
む

し
ろ
後
者
の
方
を

「二
条
新
地
」
と
称
し
て
い
る
の
で
、
明
治
以
降

は
、
遊
び
里
の
方
が
二
条
新
地
と
よ
ば
れ

て
い
た
こ
と
は
た
し
か
で

あ
ろ
う
。

内
野
新
地
の
場
合
も
確
実
な
史
料
は
な

い
も
の
の
、
三
番
町
、
四

番
町
、
七
番
町
な
ど
が
煮
売
屋
株
を
免
許
さ
れ
て
い
た
と
い
い
、
寛

政
年
中
に
は
四
番
町
、
五
番
町
と
も
に
北
野
社
お
よ
び
愛
宕
山
参
詣

の
道
筋
に
あ
た
る
と
こ
ろ
か
ら
煮
売
茶
屋
渡
世
を
出
願
し
、
茶
立
女

を
置
く
こ
と
も
認
め
ら
れ
て
い
た
と
伝
え
る
。
隣
接
す
る
三
石
町

・

利
生
町
な
ど
も
寛
政
以
前
か
ら
茶
屋
株

・
旅
籠
株
を
許
さ
れ
茶
立
女
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を
置
い
て
お
り
、
五
番
町
は
寛
政
二
年
十

一
月
か
ら
遊
女
商
売
を
公

ハ
わ

ね

許
さ
れ
た
と
も
い
う
。
こ
こ
は
、
北
野
上
七
軒
の
出
稼
地
と
い
う
由

緒
を
も

っ
て
い
た
。
北
野
社
や
愛
宕

へ
の
参
詣
人
の
通
路
に
も
あ
た

る
と
い
う
由
縁
を
た
よ
り
と
し
て
煮
売
屋
、
茶
屋
の
営
業
許
可
を
得
、

茶
立
女
を
召
し
か
か
え
、
傾
城
町

の
出
稼
地
北
野
上
七
軒

の
出
店
と

い
う
由
緒
を
ひ

っ
ぱ
る
こ
と
で
、
遊
女
屋
開
業
に
い
た

っ
た
も
の
と

考
え
ら
れ
る
。

同
様

の
経
緯
は
、
元
真
如
堂
跡
替
え
地
で
も
見
え
る
。
元
禄
五
年

の
火
災

で
焼
失
し
た
真
如
堂
等
六
力
寺
が
鴨
東

へ
移
転
し
た
寺
町
今

出
川
下
ル
の
元
真
如
堂
跡
空
地

の
一
部
に
は
、
元
禄
十
六
年
に
、
松

屋
町
通
丸
太
町
下
ル

・
猪
熊
通
丸
太
町
下
ル
な
ど
か
ら
所
司
代
用
地

の
替
え
地
と
し
て
移
さ
れ
た
扇
町
、
新
松
屋
町
、
大
猪
熊
町
な
ど
が

形
成
さ
れ
は
じ
め
て
い
た
。
そ
の
後
宝
永
大
火
後
の
替
え
地
と
も
な

り
、
烏
丸
上
長
者
町
の
新
在
家
東
町
な
ど
か
ら
移
住
者
が
あ
り
栄
町

　　
し

も
誕
生

し
て
い
た
。

し
か
し
、
公
家
町
東
北
部
に
隣
接
す
る
と
は

い
え
、
町
家
地
と
し

て
の
立
地
は
よ
く
な
か

っ
た
。
新
松
屋
町
と
と
も
に
の
ち
に
遊
所
化

す
る
夷

町
は
、
安
永
四
年
に
猪
熊
通
丸
太
町
下
ル
が
所
司
代
用
地
と

し
て
収
公
さ
れ
る
に
と
も
な

い
替
え
地
と
し
て
当
地
に
形
成
さ
れ
た

町
で
あ
る
が
、
「新
松
屋
町
、
夷
町
共
、
新
地
引
移
之
砺
ヨ
リ
、
端

々

　　

ニ
テ
渡
世
難
儀
之
訳
ヲ
以
、
煮
売
茶
屋
差
許
相
成
L

っ
た
と
い
う
。

す
な
わ
ち
市
街
地
の
は
ず
れ
で
あ
る
た
め
に
生
計
が
た
て
に
く
く
、

煮
売
茶
屋
渡
世
を
許
可
さ
れ
て
い
た
と

い
う
の
で
あ
る
。

明
和
三
年
に
同
所

の
中
御
霊
裏
松
植
町

の
開
発
問
題
が
も
ち
あ

が

っ
た
と
き
の
松
植
町
の
口
上
書
に
も

「
私
共
町
内
は
、
前
々
よ
り

多
分
料
理
旅
籠
商
売
仕
、
並
炭
薪
商
売
仕
候
も
の
共
入
交
り
在
之
候

処
」
と
か
、
「私
共
町
内
は
、
端
々
之
義

二
御
座
候
得
共
、
町
幅
広

く
御
座
候
付
、
右
商
売
人
共
何
れ
も
家
業
相
続
仕
」
と
、
市
街
地
の

は
ず
れ
で
あ
る
こ
と
、
料
理
屋
、
旅
籠
屋

、
薪
炭
商
な
ど
を
営
ん
で

ハ　
　

い
る
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。

寛
政
二
年

の
遊
女
取
締
り
で
厳
し
い
取
締
り
を
う
け
る
対
象
と

な

っ
て
い
た
元
真
如
堂
跡
新
地
の
困
窮
を
訴
え
た
同
年
十

一
月
の
[

上
書
に
は
、
新
地
の
遊
所
化
の
経
緯
が
さ
ら
に
詳
し
く
記
さ
れ
て
い

歴
・

、
栄
町
之
儀

ハ
、
往
古

ハ
烏
丸
通
東
裏
筋
新
在
家
東
町
二
住
居

仕
罷
在
候
処
、
宝
永
五
年
子
三
月
大
火
之
節
類
焼
仕
、
夫
よ
り

御
用
地
二
被
召
上
、
同
年
十

一
月
朔
日
当
初
江
御
替
地
被
下
置
、

然
共
端
々
之
儀
二
付
、
渡
世
も
差
支
難
儀
仕
、
尤
当
初
之
儀
ハ

北
在
之
出
ロ
ニ
御
座
候
得

ハ
、
煮
売
或

ハ
煎
茶
等
之
渡
世
仕
度
、

右
株
御
赦
免
之
儀
、
翌
丑
年
十
二
月
御
訴
訟
奉
申
上
候
処
、
書
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付
差
上
置
候
様
被
仰
渡
、
其
後
年

々
二
御
願
奉
申
上
候
処
、
享

保
七
年
寅
三
月
、
河
野
豊
前
守
様
御
在
役
之
醐
、
三
株
御
赦
免

被
成
下
、
表

二
行
燈
を
掛
置
渡
世
仕
候
様
被
仰
渡
候
得
共
、
三

株

二
而
ハ
行
届
不
申
、
何
卒
家
別

二
茶
屋
株
御
免
被
成
下
度
段
、

尚
又
御
願
申
上
候
処
、
右
三
株
を
以
家
別
二
手
広

二
渡
世
仕
候

様
被
仰
渡
、

一
統
渡
世
仕
来
候
。

町
は
ず
れ
で
あ

っ
て
渡
世
に
苦
し
む
地
域
で
は
あ
る
が
、
今
出
川

口
と

い
う
洛
北

・
洛
東

へ
の
出
入
口
に
あ
た
る
と

い
う
地

の
利
を
活

か
し
て
煮
売
渡
世
な
ど
を
し
た
い
と
、
替
え
地
移
住
直
後
か
ら
出
願

し
て
い
た
こ
と
、
出
願
か
ら
十
六
年
目
の
享
保
七
年
に
な

っ
て
三
株

の
茶
屋
株
が
認
め
ら
れ
、
三
株
の
名
目
で
町
中
全
体
が
茶
屋
渡
世
を

行
な

っ
て
き
た
と

い
う
の
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
、
寛
政
二
年

の
遊
女

取
締
り

に
よ

っ
て
、
「此
度
私
共
町
々
茶
屋
渡
世
仕
候
者
共
、
売
女

御
吟
味
落
着
之
上
、
夫

々
御
答
又
ハ
家
財
三
分
二
取
上
被
仰
付
、
奉

　め
　

恐
入
」
と
、
遊
女
稼
ぎ
が
発
覚
し
て
処
罰
さ
れ
た
。
口
上
書
で
は
、

真
如
堂
跡
栄
町

・
同
所
新
松
屋
町

・
同
所
夷
町

・
中
御
霊
裏
松
植
町

が
連
署

し
て
、
天
明
大
火
に
よ
る
類
焼
と
遊
女
取
締
り
に
よ
る
処
罰

で
渡
世
を
失

っ
た
当
地
の
再
興
の
た
め
、
他
の
遊
所
新
地
同
様
に
遊

女
茶
屋
営
業

の
再
許
可
を
嘆
願
す
る
と

い
う
文
案
と
な

っ
て
い
る
。

そ
の
後

の
動
向
は
不
明
で
あ
る
が
、
明
治
三
年
四
月
に
二
条
新
地

の
出
稼
地
と
い
う
由
緒
に
よ

っ
て
、
新
松
屋
町

・
夷
町

(合
併
し
て

新
夷
町
)
に
遊
女
屋
渡
世
が
許
さ
れ
た
と

『京
都
府
下
遊
廓
由
緒
』

に
あ
る
。
こ
の
新
夷
町
が
白
梅
辻
子
と
称
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
。

新
三
本
木
に
つ
い
て
は
、
明
瞭
な
記
録
も
な
く
、
『京
都
府
下
遊

廓
由
緒
』
に
よ
れ
ば
、
天
保
十
三
年

の
遊
女
取
締
り
の
幕
令
に
も
新

三
本
木
は
か
か
わ
り
な
か

っ
た
と
し
て
い
る

の
で
、
表
立

っ
た
遊
女

営
業
は
み
ら
れ
な
か

っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
た
だ
し
、
明
治
三
年
三
月

に
は

「芸
者
共
紛
敷
渡
世
罷
在
」
と
あ
る
の
で
、
の
ち
に
は
遊
所
化

し
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。
同
年
四
月
あ
ら
た
め
て
、
傾
城
町
の
出
稼

ハ　
　

地
と
い
う
名
目
で
茶
屋
芸
者
渡
世
が
許
さ
れ
た
と
い
う
。
新
三
本
木

の
場
合
、
鴨
川
畔
と
い
う
地
の
利
を
活
か

し
た
遊
興
地
化
が
徐

々
に

す
す
ん
で
い
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

以
上
、
宝
永
五
年
大
火
後
に
替
え
地
と
し
て
形
成
さ
れ
た
新
地
に

お
い
て
、
実
態
不
明
の
二
条
川
東
新
地
を
除
き
、
ほ
ぼ
煮
売
屋
、
茶

屋
、
宿
屋
渡
世
か
ら
遊
所
化
傾
向
が
み
ら
れ
る
こ
と
を
検
証
し
て
き

た
。
遊
所

・
遊
里
が
市
街
縁
辺
部
で
あ
る
か
ら
認
め
ら
れ
る
の
か
、

町
は
ず
れ
で
あ
る
か
ら
ほ
か
に
都
市
的
生
業

を
営
み
が
た
く
、
遊
興

施
設
的
生
業

へ
走
ら
ざ
る
を
得
な
い
の
か
は
判
然
と
し
な
い
。
お
そ

ら
く
相
互
に
関
連
し
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
。

近
世
都
市
の
新
地
形
成
の
う
ち
、
為
政

者
に
よ
る
都
市
計
画
に
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よ

っ
て
市
街
中
心
部
か
ら
追
わ
れ
、
郊
外
に
集
団
移
住
を
さ
せ
ら
れ

た
宝
永
五
年
大
火
後

の
替
え
地
型
新
地
に
つ
い
て
論
じ
て
き
た
。
強

制
移
住

の
場
合
で
も
、
特
別
な
有
利
な
移
転
条
件
が
あ

っ
た
こ
と
は

ほ
と
ん
ど
認
め
ら
れ
ず
、
む
し
ろ
郊
外

の
新
開
地
に
放
り
出
さ
れ
る

経
緯
か
ら
、
生
業
の
変
更
を
余
儀
な
く
さ
れ
、
立
地
条
件
を
活
か
し

な
が
ら
遊
所
化

へ
の
道
を
た
ど
る
場
合
が
多

い
こ
と
を
指
摘
で
き
よ

う
。

註
(
1
)
京
都
市
編

『京
都

の
歴
史
』
第
四
巻

「
桃
山

の
開
花

」

・
第
五
巻

「近

世

の
展
開
」

・
第
六
巻

「
伝
統

の
定
着

」
の
三
巻

の
別
添
地
図
参
照
。

第

四
巻

の

「京
都

-
名

所
と
町
組

の
成
立
」

の

「桃
山

時
代

・
都
市

改
造
以
前
」

の
京
都

の
図
は
、
天
正
十
七
年

こ
ろ
ま
で

の
市
街
景
観

を
示

し
て
お
り
、
第

五
巻

の

「
近
世
都
市

11
京
都

の
構
造
」

の
図
は

延
宝

・
元
禄
期

の
京

都
市
街

を
復
元

し
、
第

六
巻

の

「伝
統
と
文

化

の
都
市

11
京
都
」

の
図
は
天
明

・
文
化
期

の
京

都
市
街
を

、
そ
れ
ぞ

れ
京
都
市

の
現
在
地

形
図

の
上

に
描

い
て
お
り
、

一
見

し
て
都

市
化

の
様
相
を
う
か
が
う

こ
と
が

で
き

る
。

(2
)
鎌
田
道
隆
著

『近
世
都
市

・
京
都
』

(角

川
書
店
)
参
照

(3
)
国
勢
調
査

の
統
計

数
値

に
よ
れ
ば
、
上
京
区

・
中
京

区

.
下
京
区

の

三
区
合
計

人
口
は
、
最
大

が
昭
和
三
十
年

で
四
十

六
万
二
千
四
百
八

十

一
人
、
最
低
は
平
成

二
年

で

二
十
五
万

五
千
九

百
九

十
四
人

で
あ

る
。

(4
)
鎌

田
道

隆
著

『京

花

の
田
舎
』

(柳
原
書

店
刊
)
参

照
。
近
世
都

市

の
京
都
が
巨
大
都
市
化
し
な
か

っ
た

こ
と

の
表
現

が
花

の
田
舎

で

あ
り
、
そ
こ
に
京
都

の
魅
力

が
あ

っ
た

こ
と
を
論
述
し
て

い
る
。

(5
)
た
と
え
ば
、
新
地
開
発
出
願

に
際

し
て
は
新
地
内
ま

た
は
往
来
筋

の

道

・
橋

の
維
持

管
理
や
、
上
納
金

の
納
付
な
ど

の
付
帯
条
件

が
必
要

な

こ
と
が
多

い
。

(
6
)

『徳

川
実

紀
』

第
六
編

「
常
憲
院
殿
御

実
紀
巻

五
十
八
」

の
宝
永

五

年
八
月

二
十
二

日
条

に
、
「
先

に
火

に
逢
し
公
卿

殿
上
人
以

下

の
輩

に
、
所
司
代
松
平
紀
伊
守
信
庸

し
て
、
居
宅
構

造

の
費

用
を
領
布
せ

し
め

ら
れ
る
。
九
条
左
府
輔

実
公
、
京

極
兵
部
卿
文
仁
親
王
、
鷹
司

前
関
白

兼
熈
卿

は
金

二
千
両
づ

・

(後
略
)
」

と

い
う

よ
う

に
、
見

舞
金
ま

た
補
助
金

と
考
え
ら
れ
る
金
高
が
詳
し
く
書
き
あ
げ
ら

れ
て

い
る
。

(7
)
京
都
市
編

『京
都
市
史
地
図
編
』

(昭
和
二
十
二
年

刊
)
所
収

。

(8
)
『京
都
御

役
所
向
大
概
覚
書
』

(清
文
堂
史
料
叢
書
)
上
巻

二
〇
七
頁

～
二
〇
九
頁

。

(9
)
『京
都
御
役
所
向
大
概
覚
書
』

(清
文
堂
史
料
叢
書
)
上
巻

三
五
七
頁

。

(
01
)

『続
憲

抄
』
元
禄
六
年
六
月
+
九

日
条

に
、
.真
如
蒜

謝

離

遷
、

東
北
院
、
極
楽
寺
、
迎

正
寺

、
来
迎
寺
等
を
洛
東

に
移

す
。
又
法

正

(性
力
)
寺
、
正
迎
院
等
を
鴨

川

の
東
岸

に
移
す
と
云
。

肥
計

総

薙

難

叶
二
L
と
あ
る
。

(
11
)
京
都
市
編

『京
都

の
歴
史
』

第
四
巻

「
桃
山

の
開
花
」
第
三
章
第
三

節

「
お
土
居

と
寺

町
」

(木

下
政
雄
氏

・
横
井
清

氏
共
著
)

三
〇

二
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.-.

13

　

12
)

 

(14
)

　
16

)

　
15

　
18 17

 

(19
)

頁

～
三

Ω

二
頁
参

照
。

碓
井
小
三
郎
編

『京
都
坊

目
誌
』

参
照
。

京
都
市
編

『京
都

の
歴
史
』

第
五
巻

「近
世

の
展
開
」
第

二
章
第

四

節

「町

の
変
貌
」

(西
川
幸
治
氏

著
)

一
六

四
頁

～

一
六
六
頁
参

照
。

お
土
居

の
破
壊

が
進
行
し

て
い

っ
た
状
況

が
分
析

さ
れ
て

い
る
。

『京

都
御
役
所
向
大
概
覚
書
』

(清
文
堂
史
料
叢
書
)
上
巻

三
五
六
頁
。

「寺

地
替

地
之
事

」
。

同
前

。

『新
修
京
都
叢
書
』
第
三
巻
所
収

。
同
書
六
頁

の

『都
す

"
め
案

内
者
』

解
題

に
も
触

れ
て

い
る
が
、
下
巻
末

尾

の
絵
図

に
関
し
て

「
子

ノ
年

よ
り

の
新
地
引
地

ま
で
く
は

し
く
絵

図

に
あ

ら
は
し
、
新
改
正
増
補

都

す

・
め
と
題
号

を
あ
ら
た

め
、
あ
ま
ね
く

ひ
ろ
む
る
者
也
」
と
あ

り
、
子

の
年
と

は
宝

永
五
年
大

火

の
年

で
あ

る
か
ら
そ

の
後
十

二
年

以
内

の
刊
行
と
解
釈

さ
れ
て

い
る
。

碓
井
小
三
郎
編

『京
都
坊

目
誌
』

『京
都
御
役
所
向
大

概
覚

書
』

(清
文
堂

史
料
叢
書
)
上
巻

二
九

〇
頁
。

「焼
豆
腐

屋
敷
之
事
」

の
項

に
、
祇
園
町

北
側

の
水
茶
屋
焼
豆
腐

屋

と

と
も

に
、

新
河
原

町
筋

の
旅

籠

屋

・
豆
腐
茶

屋
な

ど

が
、

「宝

永

五
年

子
五
月
茶
屋

・
旅
籠

屋

・
豆
腐
茶
屋
御

停
止
被
仰
付
候
」

と
あ

り
、
土
手
町
筋

の
新

町

・
大
黒

町

・
槌
屋

町
三
町
は
宝
永

五
年

五
月

御

用
地
と
な
り
替
え

地
も
与
え
ら

れ
ず

、
茶

屋

・
旅
籠

屋
渡

世
も
禁

止

さ
れ
た
と
記

さ
れ

て
い
る
。
な

お
、
新

三
本
木

の
旅
籠

屋
二
軒
も

営
業

停
止

で
あ

っ
た
と

い
う
。

『京
都
府

下
遊
廓
由
緒
』

　
22
)

　 　
2120
))

　
24
)

　
23
)

.-.

27
)

　 　

2625
))

同
前
。

同
前
。

碓
井

小

三
郎
編

『京
都
坊

目
誌
』
。

『中
御
霊
裏

町
文
書
』

(京

都
市

歴
史
資
料
館
収
集
文
書
)
な
ど
。

『京
都
府

下
遊
廓
由
緒
』
所
収

「
白
梅
辻
子
」

の
項
。

『中

御
霊
裏

町
文
書
』

(京
都

市
歴
史
資

料
館
収
集

文
書
)
。
な

お
、

同
文
書

は
京
都
市
編

『史
料
京
都

の
歴
史
』
第
七

「上
京
区
編
」

の

「京
極
学

区
」

の
な
か
に
翻
刻
引
用
さ
れ

て
い
る
。

同
前

。

同
前

。

『京
都
府

下
遊
廓
由
緒
』
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